
【別紙２】 

■ 修繕工事の概要 

 修繕工事については、平成２５年１２月３日より作業ヤードの整備等に着手しており、平成

２６年１月中旬より堰本体の修繕工事のうち、コンクリート版の撤去を開始しています。 

 その後、現地見学会及び空洞状況等の調査を行ったうえで、堰内部の空洞を玉石等で補

充したのち、コンクリート版で覆い、作業ヤードの撤去を含めて、平成２６年３月上旬まで

に工事を完了させる予定です。 

 工事現場付近について、見学会開催日以外の工事期間中は、安全上入れません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 空

ついては、今年度中にその概要を事務所のホームページにてお知らせする予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洞状況等の調査内容 

今後、堰内部の空洞の大きさや水の流れ等を観測します。 
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